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序 日本港湾経済学会会長矢野 岡1

経済を通じて港湾をみる港湾経済の研究は、技術や行政念ど

の面からの港湾研究K比べると非常K立ち遅れている。しかも

外国貿易K高い依存度をもっわが国としては経済成長K伴う臨

海工業ならびK工業地帯造成と絡んで日本経済と日本港湾との

関係は、個別経済・国民経済 ・国際経済・等の広い視野から見

直されな〈てはならない段階Kきていると思われる。そとで港

湾の経済学的研究の完成をめざし、かつまた広範囲の隣接科学

の各専門学者との間Kなける協力・共同研究も願わしい。との

ような観点から 1962年 10月16日K日本港湾経済学会が多様

の使命を担って誕生し、まず活動の第一着手として初の総会と

研究発表会が行念われた。そのときの研究発表と、会員Kよる

その後の研究成果ならびに資料などを一纏めKして、とと K刊

行をみる K至ったととは、まとと Kよろとばしい。今後とも学

会の任務を十分K果たすためK、よ b一層努力して行かなけれ

ば念らないと思う。
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